
虹
の
用
水

　

敗
戦
と
い
う
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、
復
興
に
か
け
る
息

吹
が
溢
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
太
平
洋
に
注
ぐ
清
水

を
四
国
山
脈
を
越
え
て
瀬
戸
内
海
に
流
し
込
む
。
こ
の
雄

大
な
事
業
は
驚
愕
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。ま
さ
に「
西

の
愛
知
用
水
」
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
。

　

愛
媛
県
の
県
都
松
山
市
の
あ
る
道
後
平
野
と
西
条
市
側

に
あ
る
道
前
平
野
で
は
、
瀬
戸
内
式
気
候
で
寡
雨
な
上
に
、

水
源
と
す
る
流
域
面
積
が
耕
地
面
積
に
比
し
て
極
め
て
小

さ
い
。
こ
の
た
め
、
新
田
開
発
の
進
展
と
と
も
に
江
戸
時

代
か
ら
多
く
の
溜
池
が
築
造
さ
れ
、
複
雑
な
水
利
慣
行
が

生
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
旱
魃
が
起
き
れ
ば
犠
牲
者
を

出
す
ほ
ど
の
激
し
い
水
争
い
が
起
き
て

い
た
。

　

こ
の
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
西
日
本

一
の
最
高
峰
の
石
鎚
山
（
一
九
八
二
m
）

に
発
し
太
平
洋
側
の
土
佐
湾
に
注
ぐ
仁

淀
川
の
支
流
に
築
立
し
た
面
河
ダ
ム
（
所

在
地
：
愛
媛
県
面
河
村
）
の
貯
水
を
、
隧

道
で
四
国
山
脈
の
分
水
嶺
を
超
え
て
発

電
（
二
五
、一
〇
〇
kw
）
を
行
い
つ
つ
瀬

戸
内
海
側
に
送
水
す
る
。
こ
の
水
を
道
前

側
に
流
下
す
る
中
山
川
の
逆
調
整
池
に

流
し
込
み
、
道
前
平
野
（
四
四
一
六
ha
）

を
潤
す
と
と
も
に
、
両
平
野
の
扇
頂
に
隧

面
河
ダ
ム

虹
の
用
水
へ
挑
ん
だ
人
々

大
成
建
設
株
式
会
社
顧
問　
　

元
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道
を
穿
ち
道
後
平
野
（
八
七
八
一
ha
）
に
分
水
す
る
（
図

1
）。
併
せ
て
、
中
予
臨
海
工
業
地
帯
に
工
業
用
水
（
日

量
一
〇
・
六
万
㎥
）
も
供
給
す
る
。
山
並
み
を
超
え
て
架

か
る
水
の
連
な
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
虹
の
用
水
」
と
称

さ
れ
る
道
前
道
後
用
水
の
中
核
施
設
が
面
河
ダ
ム
で
あ
る
。

構
想
実
現
へ
の
歩
み

　

事
は
昭
和
二
十
六
年
の
愛
媛
県
議
会
で
沖
喜
与
市
県
議

が
こ
の
壮
大
な
構
想
を
提
案
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
れ

ま
で
も
県
内
に
は
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
河
川
を
利
用
し
た
小

規
模
な
利
水
案
は
あ
っ
た
が
、
県
議
は
「
全
県
的
な
視
野

に
欠
け
る
」
と
反
駁
し
た
。
結
局
、
砂
田
重
政
自
民
党
総

務
会
長
（
愛
媛
県
選
出
）
を
巻
き
込
ん
で
、
県
が
農
林
省

に
調
査
計
画
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

二
十
七
年
に
農
林
省
が
調
査
に
着
手
し
た
が
、
当
初
、

道
前
平
野
は
道
前
平
野
を
流
下
す
る
中
山
川
に
、
道
後
平

野
は
仁
淀
川
支
流
の
面
河
川
に
水
源
を
求
め
る
計
画
で

あ
っ
た
。
面
河
川
か
ら
道
後
側
に
踏
査
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
道
に
迷
い
、
道
前
側
の
中
山
川
支
流
に
た
ど
り
着
い

た
。
そ
こ
で
、
何
も
二
つ
の
平
野
に
別
々
に
水
源
を
つ
く

る
こ
と
は
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
水
源
を
面
河
ダ
ム
に
統

合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

共
同
事
業
で
あ
る
発
電
の
主
体
で
あ
る
四
国
電
力
は
、

農
林
省
案
に
対
し
て
、
集
水
面
積
約
二
倍
、
発
生
電
力
量

約
四
倍
の
壮
大
な
計
画
を
立
て
た
が
、
仁
淀
川
水
系
へ
の

影
響
が
大
き
く
高
知
県
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
な
い
と
し
て

断
念
さ
れ
た
。

　

二
市
二
十
九
町
村
の
農
民
の
同
意
を
得
て
、
三
十
二
年

に
発
電
と
上
水
道
供
給
も
併
せ
た
総
合
水
利
事
業
と
し
て

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
が
着
工
さ
れ
、
松
山
市
に

国
営
事
業
所
が
開
設
さ
れ
た
。
三
十
三
年
十
月
は
水
没
補

償
金
交
渉
が
妥
結
し
、
三
十
五
年
に
は
念
願
の
高
知
県
と

の
分
水
交
渉
も
妥
結
し
、
工
事
が
本
格
化
し
た
。
夢
に
ま

で
見
た
面
河
ダ
ム
の
起
工
式
は
同
年
十
月
十
二
日
に
挙
行

さ
れ
、同
時
に
、難
問
を
乗
り
越
え
て
道
前
と
道
後
に
別
々

の
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
、
総
合
調
整
・
管
理
を
行
う

道
前
道
後
土
地
改
良
区
連
合
も
設
立
さ
れ
た
。

　

四
十
二
年
九
月
十
九
日
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業

竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
、
四
十
五
年
に
は
附
帯
県
営
事
業
も

完
工
し
た
。　

膨
大
な
事
業
費
の
負
担
を
乗
り
越
え
て

　

面
河
ダ
ム
、
承
水
堰
・
取
水
堰
、
四
国
山
脈
な
ど
を
貫

通
す
る
隧
道
（
承
水
路
八
・
三
㎞
、
放
水
導
水
路
十
八
・
三

㎞
）、
三
カ
所
の
調
整
地
、
道
前
・
道
後
平
野
の
幹
線
水

路
六
六
・
〇
㎞
な
ど
の
建
設
に
必
要
な
工
事
費
は
膨
大
に

な
っ
た
。
昭
和
三
十
二
年
の
着
工
時
点
の
総
事
業
費
（
発

電
・
工
業
用
水
分
を
含
む
）
は
約
八
〇
億
円
で
、
同
じ
年

の
県
普
通
会
計
歳
出
予
算
は
約
一
四
二
億
円
だ
っ
た
。
人

件
費
の
上
昇
や
諸
物
価
の
高
騰
に
伴
う
事
業
費
の
増
嵩
に

対
し
、
県
負
担
増
に
よ
る
農
家
負
担
の
軽
減
（
当
初
案

二
〇
%
が
最
終
的
に
は
一
〇
%
）
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
県
財
政
が
二
十
九
年
度
決
算
で
赤
字
に
な
り
、

三
十
一
年
に
は
再
建
団
体
に
転
落
し
て
い
た
。
戦
後
の

ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
に
よ
る
均
衡
財
政
主
義
が
色
濃
く
残
っ
て

い
る
中
で
、
久
松
県
知
事
以
下
の
幹
部
は
ま
さ
に
苦
渋
の

決
断
を
し
た
。

　

農
業
水
利
事
業
と
発
電
な
ど
の
他
事
業
と
の
事
業
費
負

担
割
合
の
調
整
も
難
航
し
た
。
当
初
の
計
画
に
は
、
松
山

市
の
上
水
道
利
用
（
三
七
、〇
〇
〇
㎥
／
日
）
も
含
ま
れ
、

国
や
県
と
費
用
負
担
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
わ
れ
た
。
し

か
し
、
市
は
、
二
十
七
年
度
か
ら
七
年
計
画
の
財
政
再
建

中
で
、
し
か
も
浄
水
場
・
水
源
池
の
拡
充
整
備
と
い
う
大

型
事
業
が
控
え
て
い
た
た
め
、
結
局
、
工
事
費
の
経
費
負

担
に
耐
え
ら
れ
ず
、
三
十
三
年
五
月
に
事
業
参
加
を
断
念

図 1　道前道後用水の鳥瞰図
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し
た
。
上
水
道
に
替
わ
っ
て
工
業
用
水
が
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
た
が
、
高
知
県
と
の
分
水
交
渉
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。

面
河
方
式
と
言
わ
れ
た
ダ
ム
の
水
没
補
償

　

面
河
ダ
ム
建
設
に
よ
り
水
没
す
る
面
河
村
笠
方
地
区
に

は
、
昭
和
二
十
七
年
以
来
、
愛
媛
県
が
説
明
し
て
き
た
が
、

三
十
二
年
の
着
工
後
に
農
林
省
が
正
式
に
地
元
と
交
渉
に

入
り
、
県
の
仲
介
で
地
元
と
の
交
渉
妥
結
前
に
着
工
し
な

い
こ
と
を
条
件
に
水
没
物
件
の
測
量
に
着
手
し
た
。
水
没

世
帯
八
十
四
戸
、残
留
世
帯
三
十
八
戸
、水
没
農
林
地
（
田

一
六
ha
、
畑
一
四
ha
、
山
林
八
五
ha
）
な
ど
の
補
償
要
求

に
対
し
て
、
笠
方
地
区
で
は
他
の
補
償
地
区
を
視
察
し
て

五
億
五
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
要
求
額
を
ま
と
め
た
。
こ

れ
に
対
し
、
三
十
三
年
六
月
に
農
水
省
は
一
億
七
〇
〇
〇

万
円
の
補
償
額
を
提
示
し
た
。

　

し
か
し
、
地
元
の
要
求
額
と
の
格
差
は
大
き
く
、
交
渉

は
難
航
し
た
が
、
農
林
省
が
補
償
案
を
再
度
提
示
し
、
地

元
は
重
見
面
河
村
長
、
更
に
県
知
事
に
農
林
省
と
の
交
渉

を
一
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
県
か
ら
協

力
感
謝
料
四
〇
〇
〇
万
円
を
含
め
て
水
没
個
人
補
償
金

三
億
二
八
〇
〇
万
円
で
決
着
し
た
。
公
共
補
償
や
漁
業
補

償
な
ど
も
三
十
四
年
一
月
ま
で
に
終
結
し
た
。
交
渉
開
始

か
ら
一
年
八
ヶ
月
は
ダ
ム
の
水
没
補
償
と
し
て
は
異
例
の

ス
ピ
ー
ド
決
着
で
あ
っ
た
。
地
元
民
の
理
解
と
日
野
水
没

地
区
対
策
委
員
長
は
じ
め
と
し
た
交
渉
当
事
者
の
熱
意
と

資
質
な
ど
が
重
な
っ
た
賜
物
で
あ
る
が
、
以
後
、「
面
河

方
式
」
と
い
わ
れ
る
補
償
交
渉
の
手
本
に
な
っ
た
。

水
は
山
を
越
え
て
（
分
水
交
渉
）

　

事
業
の
最
大
の
課
題
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

仁
淀
川
の
下
流
既
得
水
利
権
者
で
あ
る
高
知
県
の

同
意
徴
集
（
分
水
交
渉
）
で
あ
る
。
交
渉
は
昭
和

二
十
七
年
五
月
愛
媛
県
か
ら
羽
藤
副
知
事
が
、
翌

二
十
八
年
一
月
に
は
久
松
知
事
が
高
知
県
知
事
を

訪
問
し
て
協
力
を
要
請
し
、
三
〇
年
に
高
知
県
関

係
町
村
、
土
地
改
良
区
、
仁
淀
川
関
係
漁
業
協
同

組
合
に
よ
っ
て
、
仁
淀
川
分
水
問
題
対
策
委
員
会

が
発
足
し
た
。
三
十
一
年
五
月
に
は
、
両
県
が
農

林
大
臣
に
仁
淀
川
分
水
に
伴
う
影
響
調
査
と
仁
淀

川
下
流
沿
岸
農
業
水
利
改
良
事
業
計
画
へ
の
補
助

を
陳
情
す
る
こ
と
と
な
り
、
両
県
の
総
合
開
発
事

業
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
次
い
で

六
月
、
東
京
で
重
政
庸
徳
参
議
院
議
員
（
農
林
省

出
身
）
の
立
会
の
下
で
両
県
知
事
と
農
林
省
岡
山

農
地
事
務
局
長
の
三
者
会
談
が
行
わ
れ
、「
ダ
ム

地
点
で
の
取
水
は
、
最
大
渇
水
時
〇
・
八
㎥
／
s

を
限
度
と
す
る
。
愛
媛
県
は
こ
れ
以
上
の
取
水
は

し
な
い
し
、
高
知
県
は
、
こ
の
限
度
に
お
い
て
の

み
、
分
水
を
承
認
す
る
。」
な
ど
を
内
容
と
す
る

基
本
事
項
を
申
し
合
わ
せ
た
。
同
時
に
両
県
代
表

に
よ
る
仁
淀
川
開
発
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
八
月

に
国
へ
合
同
陳
情
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
交
渉
が
進
ん
だ
の
は
、
農
業
用
水
を

利
用
す
る
農
民
同
士
で
仁
淀
川
開
発
を
行
う
こ
と

と
、
上
水
道
と
い
う
人
道
上
の
観
点
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
水
道
計
画
が
断
念
さ
れ

先
人
の
労
苦
を
噛
み
締
め
て

愛
媛
県
農
林
水
産
部
農
業
振
興
局
技
術
監

石
山　

啓
二

　

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
愛
媛
県
の
平
野
は
四
国
山
脈
が
迫
り
流
域
面

積
が
小
さ
い
。
と
こ
ろ
が
県
境
は
山
脈
の
分
水
嶺
で
な
く
、
紀
伊
水

道
や
太
平
洋
に
流
下
す
る
大
河
川
の
支
流（
上
流
）は
愛
媛
県
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、支
流
に
ダ
ム
を
設
け
隧
道
な
ど
で
瀬
戸
内
側
に
分
水
す

る
発
想
が
生
ま
れ
る
が
、
そ
の
実
現
に
は
下
流
の
徳
島
県
や
高
知
県

の
同
意
が
必
要
で
、困
難
な
分
水
交
渉
が
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
道
前
道
後
用
水
」
と
と
も
に
疎
水
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
銅

山
川
疎
水
は
徳
島
県
を
流
下
す
る
吉
野
川
支
流
の
銅
山
川
の
水
を
堰

き
止
め
て
隧
道
で
瀬
戸
内
海
側
に
引
き
入
れ
る
も
の
で
、
幕
末
に
地

元
の
庄
屋
が
代
官
所
に
願
い
出
て
か
ら
、
徳
島
県
側
と
の
苦
難
の
分

水
交
渉
を
経
て
、
一
〇
〇
年
後
の
昭
和
二
十
九
年
に
通
水
さ
れ
た
。

　

道
前
道
後
用
水
の
実
現
に
は
、
地
元
の
取
り
ま
と
め
、
国
と
の
交

渉
、
農
業
と
発
電
や
上
工
水
と
の
調
整
、
水
没
者
へ
の
補
償
交
渉
、

そ
し
て
何
よ
り
も
高
知
県
と
の
分
水
交
渉
と
い
う
苦
難
を
乗
り
越
え

て
、
構
想
か
ら
た
っ
た
一
五
年
で
事
業
完
了
に
ま
で
持
ち
込
ん
だ
事

実
は
驚
異
と
い
っ
て
よ
い
。
銅
山
川
の
経
験
が
色
濃
く
残
っ
て
い
て
、

県
内
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
特
に
当
時
の

県
議
会
水
利
対
策
委
員
会
会
長
の
白
石
春
樹
県
議
（
後
の
県
知
事
）

と
仮
谷
忠
夫
高
知
県
議
会
議
長
（
後
の
国
会
議
員
・
建
設
大
臣
）
と

の
信
頼
関
係
の
上
に
行
わ
れ
た
粘
り
強
く
真
摯
な
交
渉
は
用
水
史
を

読
ん
で
も
息
詰
ま
る
ほ
ど
の
迫
力
を
覚
え
る
。

　

当
時
の
久
松
定
武
県
知
事
は
、
用
水
史
に
、「
面
河
ダ
ム
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
新
し
い
水
源
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
は
間
違
っ
て
い

る
と
考
え
ま
す
し
、
こ
れ
が
、
私
が
一
番
、
憂
慮
し
て
い
る
問
題
で

す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
県
内
の
水
事
情
は
変
わ
っ
て
も
、
今
も
水

問
題
は
県
政
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
私
も
後
輩
の
土
地
改
良
技
術
者

と
と
も
に
、
過
去
の
偉
業
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
成
果
を
保
持
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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工
業
用
水
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
交
渉
の
雲
行
き
が
怪
し

く
な
っ
た
。
用
水
史
に
よ
れ
ば
、
三
十
四
年
二
月
に
高
知

県
知
事
室
で
行
わ
れ
た
折
衝
で
は
、
溝
渕
高
知
県
知
事
は
、

「
当
初
、
上
水
道
用
水
と
し
て
、
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の

が
理
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
途
で
、
工
業
用
水
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
は
、
分
水
量
の
如
何
を
問
わ
ず
、
地
元

工
業
者
を
刺
激
し
た
こ
と
は
大
き
く
、
そ
の
不
信
は
絶
対

に
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
。」
と
述
べ
、
暗
礁
に

乗
り
上
げ
た
が
、
白
石
愛
媛
県
議
会
水
利
対
策
委
員
長
と

仮
谷
高
知
県
議
会
議
長
と
が
精
力
的
に
話
し
合
い
を
進
め

た
。
そ
の
結
果
、
三
十
五
年
二
月
農
林
省
の
第
二
次
案
補

償
金
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
、
愛
媛
県
か
ら
協
力
感
謝
料

六
三
〇
〇
万
円
で
決
着
し
、
三
十
五
年
一
〇
月
、
愛
媛
県

と
高
知
県
、
農
林
省
と
高
知
県
の
二
つ
の
覚
書
が
調
印
さ

れ
た
。

厳
し
い
気
象
条
件
・
工
期
と
の
戦
い

　

面
河
ダ
ム
地
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
田
内
県
耕
地
課

技
師
に
よ
れ
ば
、「
割
石
川
（
面
河
川
の
支
流
）
の
流
れ

に
沿
っ
て
上
へ
上
へ
と
登
っ
て
い
た
時
だ
っ
た
。
突
然
、

目
の
前
に
ひ
ょ
う
た
ん
形
の
盆
地
が
開
け
た
。（
中
略
）

瞬
間
的
に
こ
れ
だ
と
感
じ
た
。」と
回
想
し
て
い
る
。
だ
が
、

水
没
戸
数
が
多
い
上
に
、
直
接
流
域
（
一
六
・
八
二
㎢
）

が
少
な
く
間
接
流
域
（
五
九
・
三
一
㎢
）
か
ら
の
承
水
が

必
要
に
な
り
、
面
河
川
の
本
流
・
支
流
の
四
川
に
承
水
堰

を
設
け
、
隧
道
と
開
水
路
で
連
結
し
て
面
河
ダ
ム
に
集
水

す
る
の
で
工
事
費
が
嵩
む
。
し
か
し
、
紆
余
曲
折
の
後
に

こ
の
地
点
に
面
河
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
ダ
ム
の
設
計
諸
元
は
表
1
）。

　

昭
和
三
十
五
年
一
〇
月
に
始
ま
っ

た
工
事
は
、第
二
室
戸
台
風（
三
十
六

年
九
月
）
に
よ
る
被
害
や
、
毎
冬
の

零
下
十
数
度
に
及
ぶ
酷
寒
・
氷
結
・

大
雪
な
ど
に
よ
り
進
捗
が
阻
ま
れ
た
。

当
時
、
骨
材
は
道
路
を
造
っ
て
ダ
ン

道
前
道
後
用
水
の
恩
恵

道
前
道
後
土
地
改
良
区
連
合
事
務
局
長玉

乃
井　

永

　

文
政
六
年（
一
八
二
三
年
）に
水
争
い
の
あ
っ
た
地
域
の
古
老
の
理
事
長
に
聞
く

と
、「
面
河
ダ
ム
が
で
き
る
前
は
、
泉
の
水
が
頼
り
で
、
水
番
が
昼
夜
を
問
わ
ず

田
に
目
印
の
赤
旗
を
立
て
て
順
番
に
水
を
配
っ
て
い
た
。
し
か
し
渇
水
に
な
る
と
、

中
に
は
水
番
の
目
を
盗
ん
で
堰
を
抜
き
、
盗
水
す
る
者
も
現
れ
る
な
ど
村
の
内
外

で
水
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
夜
の
水
番
に
は
よ
く
行
っ
た
。
面
河
ダ
ム
が

出
来
て
か
ら
は
末
端
水
路
ま
で
水
が
行
き
届
き
、
水
争
い
は
な
く
な
っ
た
。
平
成

六
年
の
大
干
魃
の
と
き
、
町
人
さ
ん
か
ら
飲
み
水
が
な
い
の
に
、
何
で
川
に
水
が

流
れ
て
い
る
の
か
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
年
も
、
御
陰
様
で
な
ん

と
か
乗
り
切
れ
た
。
面
河
ダ
ム
の
水
は
、
百
姓
に
と
っ
て
命
の
水
で
す
よ
。
面
河

ダ
ム
な
し
な
ん
て
、
考
え
ら
れ
な
い
。
若
い
者
に
も
、
き
ち
っ
と
面
河
ダ
ム
に
感

謝
す
る
気
持
ち
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

健
全
な
状
態
で
こ
の
貴
重
な
財
産
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
い
た
。

　

裏
作
で
は
、
レ
タ
ス
、
そ
ら
ま
め
、
た
ま
ね
ぎ
等
の
野
菜
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る

が
、
冬
季
は
水
利
権
が
な
く
天
水
に
頼
っ
た
不
安
定
的
な
営
農
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
が
、
二
期
事
業
で
冬
季
の
用
水
も
確
保
さ
れ
た
。
レ
タ
ス
栽
培
農
家
か
ら

は
、「
レ
タ
ス
の
活
着
期
か
ら
球
肥
大
期
に
か
け
て
計
画
的
な
畝
間
か
ん
水
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
品
質
も
良
く
収
量
も
増
え
た
。
こ
れ
か
ら
は
戦
略
的
な
営
農
が

で
き
る
。」
と
の
悦
び
の
声
が
聞
か
れ
た
。
一
部
地
域
で
は
水
稲
に
代
わ
り
サ
ト

イ
モ
等
の
栽
培
拡
大
や
、
水
稲
と
併
せ
て
施
設
園
芸
等
も
行
わ
れ
農
業
収
入
の
増

に
繋
が
っ
て
い
る
。
樹
園
地
で
も
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
計
画
的
な
栽
培
が
可
能

と
な
り
、
愛
宕
柿
や
昭
和
五
〇
年
頃
か
ら
栽
培
の
始
っ
た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
産

地
形
成
が
進
み
、
農
家
所
得
の
安
定
に
繋
が
っ
た
。

　

面
河
ダ
ム
の
水
は
地
下
水
の
涵
養
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
平
成
二
六
年
の

松
山
市
南
高
井
水
源
地
の
地
下
水
観
測
井
の
水
位
変
動
を
み
る
と
、
五
月
上
旬
か

ら
六
月
上
旬
ま
で
に
、
地
下
水
を
利
用
し
た
水
稲
の
早
期
作
付
の
影
響
か
、
地
下

水
は
約
一
m
の
低
下
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
面
河
ダ
ム
か
ら
取
水
が
始
ま
る
六

月
六
日
以
降
、
降
水
量
は
大
き
な
変
化
が
な
い
の
に
、
地
下
水
は
五
日
程
度
で
約

一
m
回
復
し
た
。
水
不
足
に
悩
む
松
山
市
民
に
と
っ
て
面
河
ダ
ム
の
農
業
用
水
は

第
三
の
水
源
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

表 1　面河ダムの諸元
位置 愛媛県上浮穴郡久万高原町笠方地先 流域面積 76.1km（直接16.8km2、間接59.3km2）
河川 1 級河川　仁淀川水系割石川 満水面積 1.25km2

基礎岩盤 緑色片岩、黒色片岩 灌漑面積 10,036ha
ダム型式 重力式コンクリートダム 総貯水量 28,300千km3

堤高 73.5m 有効貯水量 26,800千km3

堤頂長 159.0m 利用貯水量
農業用水32,150千km3

工業用水40,680千km3

発電用水72,830千km3（農業＋工業）
堤体積 190千m3 利用回数 2.7回（工業用水を含む）
堤頂幅 3.5m 最大取水量 5.59m3/s（1.29m3/s工業用水で外数）
堤頂標高 EL682.0m 施設区分 三者共同施設
満水位 EL680.0m 設計洪水量 271m3/s
設計 農林省岡山農地事務局 施工 大成建設株式会社
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プ
で
運
搬
す
る
状
況
に
な
く
、
索
道
を
張
っ
た
循
環
バ

ケ
ッ
ト
で
運
搬
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
冬

期
も
休
ま
ず
昼
夜
兼
行
で
進
め
ら
れ
た
。

　

当
時
の
農
林
省
の
榊
原
高
男
事
業
所
長
は
、「
私
の
任

務
は
、
愛
媛
県
と
の
約
束
通
り
、
面
河
ダ
ム
建
設
を
所
定

の
期
日
ま
で
に
、
全
責
任
を
も
っ
て
完
了
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
当
初
、
技
術
者
の
間
で
、
月
間
、
ど
れ
位
の
量

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
込
む
か
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

八
、〇
〇
〇
㎥
と
い
う
線
が
出
た
。
し
か
し
、
私
の
経
験

や
当
時
の
梶
木
又
三
農
林
省
建
設
部
長
（
後
の
参
議
院
議

員
・
環
境
庁
長
官
）
が
担
当
し
た
東
条
川
ダ
ム
（
兵
庫
県
）

の
資
料
か
ら
し
て
、
月
一
二
、〇
〇
〇
㎥
の
打
設
を
目
標

に
し
な
け
れ
ば
、
工
程
消
化
は
心
細
い
と
い
う
考
え

方
で
あ
っ
た
。
工
事
請
負
の
大
成
建
設
が
私
の
気
持

に
よ
く
応
じ
て
く
れ
た
。
打
設
量
を
増
や
し
た
た
め
、

工
事
の
進
行
に
余
裕
が
出
来
、一 

㎥
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
入
っ
た
最
後
の
バ
ケ
ッ
ト
を
私
と
駒
井
大
成
建

設
高
松
支
店
長
の
二
人
で
開
け
、
落
と
し
た
時
の
感

激
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
回
顧
し
て

い
る
。

　

三
年
余
り
で
工
事
は
完
成
し
、
三
十
八
年
十
一
月

六
日
に
は
貯
水
式
が
行
わ
れ
、
同
月
二
十
二
日
、
面

河
渓
谷
の
清
水
が
承
水
路
に
注
が
れ
て
先
を
競
っ
て

ダ
ム
に
流
れ
込
ん
だ
（
図
2-

1
～
3
）。

図 2 - 1 　面河ダムと貯水池

図 2 - 2 　完成直後の面河ダム

図 2 - 3 　面河ダムの標準断面図

面
河
ダ
ム
の
思
い
出

元
大
成
建
設
土
木
本
部

ダ
ム
技
術
室
長

大
西　

治

　

名
頃
ダ
ム
（
吉
野
川
の
支
流
・
祖
谷
川
に
あ
る
発
電
ダ
ム
）
の

次
に
赴
任
し
た
の
が
、「
面
河
ダ
ム
」
で
あ
る
。
景
勝
地
で
名
高

い
面
河
渓
谷
の
近
く
で
、
松
山
か
ら
バ
ス
で
約
四
時
間
の
山
間
僻

地
で
あ
る
。
工
事
は
、
農
政
局
の
道
前
道
後
農
業
水
利
事
業
の
一

環
と
し
て
、
水
源
で
あ
る
面
河
川
に
約
二
〇
万
㎥
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
を
築
造
す
る
工
事
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
九
月
か
ら

三
十
九
年
三
月
ま
で
従
事
し
た
が
、
こ
こ
で
は
ダ
ム
の
基
礎
掘
削

か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
一
連
の
工
事
を
担
当
し
、
工
事
の

流
れ
と
ダ
ム
技
術
、
特
に
型
枠
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
教
え
ら
れ

た
。

　

南
国
の
四
国
で
、
冬
に
は
雪
が
深
く
、
昭
和
三
十
八
年
の
豪
雪

の
時
は
三
m
も
積
も
り
、
徳
島
育
ち
の
私
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
。

道
路
は
不
通
と
な
り
、
食
料
は
松
山
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空
輸

し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
四
国
で
は
冬
期
の
一
時
中
止
な

ど
無
く
、
こ
の
冬
は
除
雪
に
明
け
暮
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

こ
の
ダ
ム
工
事
で
の
収
穫
は
、
ダ
ム
の
施
工
の
基
礎
と
型
枠
、

そ
し
て
測
量
の
重
要
性
で
あ
る
。
設
計
図
通
り
の
構
造
物
を
作
る
。

そ
の
た
め
に
測
量
が
あ
る
。
堤
趾
導
流
壁
の
狂
い
は
今
で
も
私
の

記
憶
か
ら
離
れ
な
い
。
未
だ
直
轄
工
事
的
な
要
素
の
残
っ
て
い
た

こ
の
現
場
は
、
す
こ
ぶ
る
職
員
が
多
か
っ
た
。
五
〇
余
名
の
同
僚

と
人
脈
が
で
き
た
の
も
、
大
き
な
財
産
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
現
場
は
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
節
目
と
な

り
、
思
い
出
多
い
現
場
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
三
月
、
中
学

時
代
か
ら
の
幼
な
じ
み
の
妻
と
結
婚
し
、
民
家
の
二
階
を
借
り
て

さ
さ
や
か
な
新
居
を
待
っ
た
。
そ
し
て
、
三
十
八
年
に
は
長
女
が

生
ま
れ
た
。
平
野
育
ち
の
妻
に
は
、
こ
の
山
間
僻
地
の
間
借
り
の

生
活
は
、
甘
い
新
婚
生
活
と
違
っ
て
、
相
当
の
苦
労
が
あ
っ
た
と

思
う
。
前
途
洋
々
な
の
か
、
前
途
多
難
な
の
か
、
第
二
の
人
生
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
現
場
で
も
あ
っ
た
。
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事
業
の
成
果
の
継
承
に
向
け
て

　

道
前
道
後
用
水
事
業
は
、
水
不
足
を
根
本
的
に
解
決
し
、

旱
魃
に
よ
る
農
業
被
害
の
回
避
や
工
業
生
産
の
振
興
に
役

立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
水
争
い
を
解
消
し
て
社
会
的
な
安

定
に
寄
与
し
、
地
下
水
を
涵
養
す
る
効
果
も
上
げ
て
い
る
。

国
営
事
業
が
完
工
し
た
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
西
日
本
が

大
干
魃
で
南
予
地
域
特
産
の
ミ
カ
ン
は
生
育
が
止
ま
り
、

樹
体
被
害
を
含
め
る
と
相
当
の
被
害
を
被
っ
た
が
、
道
前

道
後
で
は
面
河
ダ
ム
か
ら
の
暫
定
配
水
に
よ
り
被
害
か
ら

逃
れ
、
逆
に
大
豊
作
に
な
っ
た
。
ま
た
、

平
成
六
年
夏
に
松
山
市
で
深
刻
な
水
不
足

か
ら
毎
日
五
時
間
給
水
す
ら
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
っ
た
と
き
、
面
河
ダ
ム
の
工

業
用
水
を
一
時
的
に
生
活
用
水
と
し
て
転

用
し
た
。
こ
う
し
て
、
面
河
ダ
ム
の
水
は

両
平
野
の
産
業
・
生
活
発
展
の
基
礎
を
築

い
た
。

　

国
営
事
業
完
工
後
二
〇
年
以
上
経
過
し

た
平
成
元
年
に
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
の

改
修
と
と
も
に
、
面
河
ダ
ム
の
水
が
利
用

で
き
な
い
一
〇
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
の

水
田
裏
作
期
間
の
用
水
手
当
と
し
て
、
道

後
平
野
側
に
佐
古
ダ
ム
（
東
温
市
）、
道

前
平
野
側
に
志
河
川
ダ
ム
（
西
条
市
）
を

建
設
す
る
た
め
に
、
再
度
、
国
営
農
業
水

利
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
が
二
十
二
年
度
に
完
工
し
た

も
の
の
、
筑
後
五
〇
年
を
経
過
し
た
面
河

ダ
ム
な
ど
の
取
水
施
設
、
承
水
路
や
放
水

導
水
な
ど
を
含
む
水
路
（
九
二
・
八
㎞
）

の
未
改
修
部
分
（
約
七
四
%
）
の
改
修
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
南
海
・

南
海
地
震
が
発
生
す
る
と
、
都
市
化
の
進

展
か
ら
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
耐
震
対
策
も

急
を
要
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
農
林
水

産
省
で
は
、
平
成
二
十
七
・
二
十
八
年
度
に
地
域
整
備
方

向
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

虹
の
用
水
に
挑
ん
だ
人
々

　
「
虹
の
用
水
」の
ド
ラ
マ
は
何
と
言
っ
て
も
役
者
が
揃
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
復
興
と
郷
土
愛
に
裏
付
け
ら

れ
た
熱
い
志
、
大
局
的
な
視
点
に
立
ち
粘
り
強
く
説
得
す

る
リ
ー
ダ
ー
達
。
歴
史
の
片
隅
で
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
が
時

代
の
波
間
に
懸
命
に
生
き
抜
い
た
証
が
面
河
ダ
ム
と
い
う

形
で
残
っ
て
い
る
。
沖
元
県
議
は
「
水
を
神
格
化
し
、
水

を
決
し
て
人
間
の
争
い
の
具
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
回

顧
録
を
結
ん
で
い
る
。
分
水
交
渉
の
立
役
者
で
あ
る
白
石

元
知
事
は
「
私
の
政
治
生
活
三
〇
年
間
は
、
水
と
と
も
に

歩
ん
だ
歴
史
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。

　

司
馬
遼
太
郎
の
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
郷
里
の
正
岡
子

規
や
秋
山
兄
弟
の
よ
う
に
、
人
々
は
苦
難
に
満
ち
た
面
河

ダ
ム
建
設
と
い
う
「
坂
の
上
の
雲
」
を
登
り
続
け
た
の
で

あ
る
。
美
し
い
紅
葉
に
映
え
る
ダ
ム
を
望
み
、
感
慨
は
絶

え
な
い
。
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